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（論文内容の要旨） 






 まず第1章では、対象となるSN qui SV構文およびその他の提示表現に関する先行研究
をまとめ、それらの問題点を指摘した上で、本論文が取り組む2つの問いを明らかにして
いる。すなわち、(1) SN qui SV構文はすべての用法を同じ単一判断の文として考えて良





 第3章は、SN qui SV構文と提示表現il y aおよびc’estの共起関係を分析することで、SN 
qui SV構文には「課題の場」と「発話の場」という解釈領域の違いによって2つのタイプ
が存在することを明らかにしている。聞き手の問いかけや発話状況などから同定すべき
課題が設定されているときには提示表現c’estやil y aだけではなくSN qui SV構文も使え
るのに対し、課題が設定されていないときにはil y a構文のみ使うことができ、SN qui SV
構文は使うことができない。一方で、課題が設定されていないときであっても、発話の
場でたった今知覚した事態を表すときにはil y aだけではなくSN qui SV構文を使うこと
もできる。本章ではさらに、il y a構文のうちil y a現象文はトピック・コメント構造を許
容せず、話し手の知覚領域で生じたばかりの事態を表すことを明らかにしている。 
















ている。すなわち、(1) SN qui SV構文には課題の場で解釈されるものと発話の場で解釈









































（続紙 ２）                            
（論文審査の結果の要旨） 












 第3章では提示表現c’estおよびil y aとの共起関係を分析することにより、SN qui SV
構文には「課題の場」と「発話の場」という異なる解釈領域で解釈される2つのタイ
プがあることが論じられている。「課題の場」においては、本来的に同定機能をもつ
c’estはもちろんのこと、SN qui SV構文も使うことができ、聞き手側の解釈次第でil y a
も可能であることを示している。さらに、たった今知覚したばかりの事態を述べる






































要旨公表可能日： 令和   年   月   日以降 
 
 
